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甘藷直播栽培に関する研究

海老原武士・青山松実

緒　　　　　言

　現今，甘藷の消費事情は生食用，原料用とも需要はほ

ゞ限界点にあり，飼料用は消費が著しく増加している。

こうした状勢の中にあつて，甘藷栽培の合理化は生産費

の引下げと品質の向上を基本とすることはいうまでもな

い。戦後，甘藷の研究は著しく進歩し多くの成果があげ

られたが，それらの技術を農業経営の一環として行う際

には困難を伴う場合がかなり多い。なかでも良苗の育成

は耕種改善の重要な問題とされているが，1）労力，資材

の不足による温床面積の拡大困難，2）数回にわたる採苗

と晩植による減収，3）挿苗期と麦収穫期の重復による農

繁期形成，4）降雨等植付時期の制約による労力配分上の

支障等大きな問題を含んでいる。この対策として過去に

直播栽培が考えられ，若干の報告がなされたことがあつ

たがその後発展しなかつた。昭和25年に至り関東々山農

業試験場において育苗費節減に関する試験の一課題とし

て再び取り上げられ，その有望性が認められるに至つて

改めて全国的に直播栽培がとりあげられた。ここに本県

における直播栽培の可能性を知るために行つた試験結果

の概要を報告する。本研究を行うに当つて関東々山農試

畑作研究室長児玉敏夫技官に多大の助言を賜わつた。厚

く感謝の意を表する。

1　播種期と萌芽及び収量との関係

　1．試験方法

　1953年に農林1号を供試し1区5㎡4区制で3月20日

から6月30日迄20日おきに直播し，標準区は5月30日挿

　　第1表播種期と萌芽及び収量との関係

苗した。種藷は前年6月20日挿苗された1個50g前後の

ものを用い，畦巾60cm，株間36cmとし，10月15日に収穫

した。

　2．試験結果

　第1表によれば3月20日播は35％の種藷が腐敗し，萌

芽まで82日を要して不揃いであつた。6月30日播でも種

藷は17％腐敗したが萌芽に要する日数は12日で短く，か

つ整一であつた。種藷腐敗は5月20日播最も少なく収量

は4月10日播が最も多い。即ち種藷の腐敗は播種期が早

過ぎても遅すぎても多く，収量は3月20日播を除き播種

期の早い程多収を示した。
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　3．考　　察

早播の種藷腐敗は冷害温度によ

るものと思われ，また晩播で腐

敗の多いのは貯蔵の長期化によ

る種藷の消耗とそれに伴う腐敗

菌の侵入に対する抵抗力の低下

と考えられる。従つて播種適期

は地温が藷の冷害温度以下とな

る危険がなくなれば早い程よい

と考えられ，本地帯では4月中
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旬乃至下旬が適期と判断される。直播区の生育が苗植え

区に比し極めて速いのは，直播の生育期間が短いにも拘

らず地上部収量の多いことから推察される。

Ⅱ　直播効果の品種間差異

1．試験方法

1955年及び56年に農林1号ほか数品種の既存品種を供

試し，1955年は4月25日播種（苗移植区5月20日植）10

月29日収穫，1956年は4月19日播種（苗移植区5月27日

植）10月26日収穫，1区10㎡2区制で行つた。

2．試験結果

第2，3表によれば1956年は萌芽に要する日数少な

く，種藷腐敗は全くなかつたが，1955年は萠芽揃期が遅

れ腐敗がみられた。これには品種間差異がある。1955年

の農林1号を除き地上部の収量は苗移植区と同等かそれ

以下であり，藷収量は全品種とも苗移植区が直播区に勝

つた。直播栽培によつて生ずる親藷・子いも（親根藷・

蔓根藷）の割合は，品種により，また供試年次により異

るが，農林1号，農林2号は親藷歩合多く，関東32号，

同35号は子いも多く，他はその中間に属する。直播収

穫物の外観は甚だ劣り，親藷は黒斑・黒癒病にかゝるも

の多く，子いもは多少とも黒癒病に侵された。切干歩合

は苗移植区に比しやゝ劣り，他の品種についても同様の

傾向がみられた。

第2表　直播収量の品種間差異
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第3表　直播収穫物の品質（1956）

品　種

沖縄100号
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下
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3．考　察
1955年の気象は7月に強度の干魃と豪雨があつたゝ

め，種藷は露出し直播区の生育は後期まで劣り，1956年

は夏期顕著な干魃があつたが苗移植区の生育と大差がな

いと認められた。直播収量が両年とも苗移植区に劣つた

のは，生育の劣勢または遅延によるものと推察される。

児玉氏らは直播甘藷の生育が二期に区分出来ることを報

じ，この転換する時期は親藷の再肥大，親根藷の形成等

生理的に外界の影響を受け易い時期として栽培管理の重

要性を指摘している。転換期とされる茎の横転期は1955

年は6月25日～7月10日，1956年は7月5日～7月15日

で前者は7月上旬の干魅期に相当し，後者は横転後間も

なく甚しい干魃にあい何れも干魃の影響を受けて苗植え

より劣つたものと考察される。然しながら直播区の生育

が萠芽直後より著しく劣り，且つ茎葉横転期がかなりお

くれる原因については明らかでない。両年の結果から苗

移植区に勝る直播用多収品種はなく，わずかに農林1号

の蔓の多収が期待される程度と思われる。直播による収

穫物は形状が不整な上，黒癒病による皮色の汚染があつ

て外観極めて劣り，また切干歩合も低く，特に親藷にこ

れらの傾向が強いので商品としては不適当と思われ，蔓

の利用を含めた自給飼料とすることが無難な利用方法と

考えられる。供試品種は苗移植栽培を前提として育成さ

れたものであるから，直播専用種については今後の研究
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に俟たねばならない。

Ⅲ　増肥の効果

　1．試験方法

　1954年，栃木農試本場で農林1号ほか数品種を供試

し，直播区と苗植区を設け，標準肥料と5割増肥の2区

として1区5㎡，4区制で行つた。播種期は4月10日直

播（苗植区6月5日），10月29日収穫で50g前後の種藷

を用い，a当標準施肥量は堆肥56．0kg，硫安1．1kg，過

第4表　　増肥と収量

石1.7kg，塩加2．0kgで供試圃場は洪積層火山灰土の軽霧

な細埴壌土やや湿気の多い肥沃地である。

　2．試験結果

　第4表によればT／R値は沖縄100号を除き各品種とも

極めて高く直播によつて更にこの傾向は強められた。直

播により生育が旺盛となる品種は農林1号のみであつ

た。直播による増収効果は殆んど認められず，5割増肥

の効果は直播区の沖縄100号，苗植区の農林10号を除き

むしろ減収を示した。
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　3．考　　察

　苗植区に比し直播区の収量が劣つた原因として初期生

育の遅延が考えられるが，一方連絡試験を行つた長崎農

業試験場の結果によれば，直播による増収効果，増肥効

果は極めて高く，T／R植も直播及び増肥により低下した

と報告きれ，本県の場合とは殆んど逆の結果が示されて

いることから他の原因として土壌条件が考えられる。従

来，児玉氏等の研究により直播栽培の施肥の適量が苗植

え栽培のそれより多いことが明らかにされているが，本

試験の結果から常に多肥適応性が高いとみることは出来

ないものと思われる。

Ⅳ　要　　約
　本県における甘藷直播栽培の可能性を知るため，播種

期，品種及び増肥効果について1953年より1956年まで検

討した。

　1．　播種期は早過ぎても遅過ぎても種藷腐敗は多く，

4月中旬～下旬が播種適期と判断され，収量は種藷腐敗

のない限り早播程多い。

　2．　供試品種は殆んど直播栽培によつて増収せず，農

林1号の蔓の多収が期待出来る程度である。直播による

収穫物は形状・外観わるく飼料以外の用途には無理があ

ると思われる。

　3．増肥効果は一部を除いて認められず，直播栽培が

常に多肥適応性が高いとは考えられない。

　4．　試験地における直播栽培の増収効果は1953年に顕

著であつたほかは減収の場合が多く，生育，収量は安定

性を欠いているものと判断される。従つて供試品種の範

囲では直播栽培による増収は見込み少なく，農林1号の

蔓の利用が考えられる程度である。
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1～2），農及園，21：203，265，1946

6.　 長崎県農業試験場：甘藷直播栽培試験成績書， 1954

Studies on the Direct-planting of Sweet potatoes. 

Bｙ

Takeshi EBIHARA and Matsumi AOYAMA . 

Summary and Conclusion 

The possibility of direct-planting of sweet potatoes in Tochigi prefecture was investigated through 

the years 1953 to 1956. 

l) The seed-potatoes rotted very much when they were laid too late or too early. The earier the 

sweet potatoes were laid, the harvest was the heavier, if there was no rotting of the seed-potatoes. 

The optimum time for the direct-planting was found to be late April. 

2) All the varieties which were used in this experiment showed no tendency of increased harvest 

of tuberous roots compared with the normal cultivation by the cutting method. Moreover, the tuber-

ous roots obtained by the direct-planting were strange in shape and bad in outward aspect, which 

could be used only for forage. 

3) The increase of manure hardly increased the harvest, except in one case. 

4) In 1953 the harvest of the tuberous roots obtained by the direct-planting increased obviously, 

but in other years it decreased. It was unstable in growth and harvest. Therefore, as to the varieties 

tested, the heavier harvest by the direct-planting will not be expected, although a variety Norin No. l 

developed abundant vine, which could be utilized as forage. 
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　現今，甘藷の消費事情は生食用，原料用とも需要はほ
買限界点にあり，飼料用は消費が著しく増加している。
こうした状勢の中にあつて，甘藷栽培の合理化は生産費
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られたが，それらの技術を農業経営の一環として行う際
には困難を伴う場合がかなり多い。なかでも良苗の育成
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直播栽培が考えられ，若干の報告がなされたことがあつ
たがその後発展しなかつた。昭和25年に至り関東々山農
業試験場において育苗費節減に関する試験の一課題とし
て再び取り上げられ，その有望性が認められるに至つて
改めて全国的に直播栽培がとりあげられた。ここに本県
における直播栽培の可能性を知るために行つた試験結果
の概要を報告する。本研究を行うに当つて関東々山農試
畑作研究室長児玉敏夫技官に多大の助言を賜わつた。厚
く感謝の意を表する。
1　播種期と萌芽及び収量との関係
　1．試験方法
　1953年に農林1号を供試し1区5�u4区制で3月20日
から6月30日迄20日おきに直播し，標準区は5月30日挿
　　第1表播種期と萌芽及び収量との関係
苗した。種藷は前年6月20日挿苗された1個50ダ前後の
ものを用い，畦巾60徽，株間36伽とし，10月15日に収穫
した。
　2．試験結果
　第1表によれば3月20日播は35％の種藷が腐敗し，萌
芽まで82日を要して不揃いであつた。6月30日播でも種
藷は17％腐敗したが萌芽に要する日数は12日で短く，か
つ整一であつた。種藷腐敗は5月20日播最も少なく収量
は4月10日播が最も多い。即ち種藷の腐敗は播種期が早
過ぎても遅すぎても多く，収量は3月20日播を除き播種
期の早い程多収を示した。
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　3．考　　察
早播の種藷腐敗は冷害温度によ
るものと思われ，また晩播で腐
敗の多いのは貯蔵の長期化によ
る種藷の消耗とそれに伴う腐敗
菌の侵入に対する抵抗力の低下
と考えられる。従つて播種適期
は地温が藷の冷害温度以下とな
る危険がなくなれば早い程よい
と考えられ，本地帯では4月中
�



